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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮する圧縮機、運転モードに応じて圧縮機から吐出された冷媒の流路を切り替
える四方弁、および室外熱交換器を有する室外機と、
　膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換器を有する室内機と、
　前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、
　前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、
　を備えた空気調和システムにおける冷凍機油の分離回収に用いられる分離回収システム
であって、
　該分離回収システムは、分離回収タンクを有し、前記室外機に着脱可能に取り付けられ
る分離回収ユニットと、
　前記四方弁および前記第二冷媒配管を接続する室外機冷媒配管の第一分岐点と前記分離
回収タンクとを接続する第一分岐ラインと、
　前記分離回収タンクと、前記室外機冷媒配管の前記第一分岐点よりも前記四方弁側に位
置する第二分岐点とを接続する第二分岐ラインと、
　前記室外機冷媒配管における前記第一分岐点および前記第二分岐点間の流路を開閉する
遮断弁と、
　前記圧縮機から吐出されたホットガスの一部を、前記分離回収ユニットに供給するホッ
トガスラインと、
　を備え、
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　前記ホットガスラインの分離回収側端部には、前記分離回収タンク内の下部へ連通され
る開口部が形成され、
　該開口部の面積は、前記ホットガスラインの断面積よりも大きく構成されていることを
特徴とする空気調和システムの冷凍機油分離回収システム。
【請求項２】
　冷媒を圧縮する圧縮機、運転モードに応じて圧縮機から吐出された冷媒の流路を切り替
える四方弁、および室外熱交換器を有する室外機と、
　膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換器を有する室内機と、
　前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、
　前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、
　を備えた空気調和システムにおける冷凍機油の分離回収に用いられる分離回収システム
であって、
　該分離回収システムは、分離回収タンクを有し、前記室外機に着脱可能に取り付けられ
る分離回収ユニットと、
　前記四方弁および前記第二冷媒配管を接続する室外機冷媒配管の第一分岐点と前記分離
回収タンクとを接続する第一分岐ラインと、
　前記分離回収タンクと、前記室外機冷媒配管の前記第一分岐点よりも前記四方弁側に位
置する第二分岐点とを接続する第二分岐ラインと、
　前記室外機冷媒配管における前記第一分岐点および前記第二分岐点間の流路を開閉する
遮断弁と、
　前記圧縮機から吐出されたホットガスの一部を、前記分離回収ユニットに供給するホッ
トガスラインと、
　を備え、
　前記ホットガスラインには、前記第一分岐ラインとの間に熱交換部が形成されるととも
に、その下流側端部が前記第二分岐ラインに接続されていることを特徴とする空気調和シ
ステムの冷凍機油分離回収システム。
【請求項３】
　前記分離回収タンクの外周下部には、加熱手段が設けられていることを特徴とする請求
項２に記載された空気調和システムの冷凍機油分離回収システム。
【請求項４】
　冷媒を圧縮する圧縮機を有する室外機と、
　膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換器を有する室内機と、
　前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、
　前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、を備える空気
調和システムの冷媒を交換するときに少なくとも前記第一冷媒配管および前記第二冷媒配
管を洗浄する空気調和システムの洗浄方法において、
　分離回収タンクを有する分離回収ユニットを、前記分離回収タンクが前記第二冷媒配管
と接続される室外機冷媒配管の経路に位置するように接続し、
　前記空気調和システムを冷房サイクルで運転し、
　前記圧縮機から吐出されたホットガスの一部で、前記分離回収タンクに貯留されたコン
タミを加熱する前に、
　前記室外機と前記第一冷媒配管および前記第二冷媒配管との連通を断ち、
　前記ホットガスを供給するラインを開放して所定時間冷房運転を行うことを特徴とする
空気調和システムの洗浄方法。
【請求項５】
　冷媒を圧縮する圧縮機を有する室外機と、
　膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換器を有する室内機と、
　前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、
　前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、を備える空気
調和システムの冷媒を交換するときに少なくとも前記第一冷媒配管および第二冷媒配管を
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洗浄する空気調和システムの洗浄方法において、
　分離回収タンクを有する分離回収ユニットを、前記分離回収タンクが前記第二冷媒配管
と接続される室外機冷媒配管の経路に位置するように接続し、
　前記空気調和システムを冷房サイクルで運転するとともに前記圧縮機から吐出されたホ
ットガスの一部で、前記分離回収タンクに流入する流体を加熱する前に、
　前記室外機と前記第一冷媒配管および前記第二冷媒配管との連通を断ち、前記ホットガ
スを供給するラインを開放して所定時間冷房運転を行うことを特徴とする空気調和システ
ムの洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和システムの冷凍機油分離回収システムおよび洗浄方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
パッケージエアコン等の空気調和システムにおいて、機器更新を行う場合、室外機および
室内機を交換して、室外機と室内機とを接続する冷媒配管は再利用されることが広く行わ
れている。
この場合、最近ではオゾン層破壊等の環境問題から、冷媒がＨＣＦＣ（ハイドロクロロフ
ルオロカーボン）系の例えばＲ２２からＨＦＣ（ハイドロフルオロカーボン）系の例えば
Ｒ４０７ＣやＲ４１０Ａに変更されることが多い。このように、冷媒が変わると、使用さ
れる冷凍機油が異なることから、異種冷凍機油が混合することによって発生する種々の悪
影響を防止するため、旧冷凍機油を洗浄して除去する必要がある。
【０００３】
この洗浄には、フロン系洗浄液を洗浄機で循環させて行う方法が広く採用されていたが、
洗浄時間が長い、洗浄後における洗浄液の抜き取りに時間がかかる、および洗浄液の処理
が必要であるなどの種々の問題があった。このため、最近では、更新する空気調和システ
ムの冷媒により洗浄する方法が採用されるようになって来た。
この更新する空気調和システムの冷媒により洗浄するものとして、特許文献１に示すよう
に室外機に洗浄された旧冷凍機油を回収する機構を内蔵するもの、あるいは特許文献２に
示すような回収タンクを室外機と別個に構成したものがある。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－４４９００号公報（段落［００１７］～［００２６］，及
び図１および図２）
【特許文献２】特開２００３－１３０５０３号公報（段落［００４４］～［００５１］，
及び図５および図６）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
ところで、特許文献１に示すものは、室外機の構造が複雑になり、回収した旧冷凍機油を
取り出すのが難しく、そのままにしておくと旧冷凍機油が洩れ出る事態が生じる等の問題
点があった。
また、特許文献２に示すものは、室外機と室内機とを接続する冷媒配管の途中に回収タン
クを設けるものであるが、回収される旧冷凍機油に新冷媒が混入しないようにするために
、室内機側に分流コントローラを設けて複雑な運転制御を行う必要がある。このため、装
置が複雑で、コストが高くなるという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑み、構造が簡単で、安価に、確実に冷凍機油を更新できる空
気調和システムの冷凍機油分離回収システム、これに用いられる分離回収ユニットおよび
洗浄方法を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を採用する。
　すなわち、本発明の第一の態様にかかる空気調和システムの冷凍機油分離回収システム
は、冷媒を圧縮する圧縮機、運転モードに応じて圧縮機から吐出された冷媒の流路を切り
替える四方弁、および室外熱交換器を有する室外機と、膨張弁を備えた少なくとも一台の
室内熱交換器を有する室内機と、前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷
媒配管と、前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、を備
えた空気調和システムにおける冷凍機油の分離回収に用いられる分離回収システムであっ
て、該分離回収システムは、分離回収タンクを有し、前記室外機に着脱可能に取り付けら
れる分離回収ユニットと、前記四方弁および前記第二冷媒配管を接続する室外機冷媒配管
の第一分岐点と前記分離回収タンクとを接続する第一分岐ラインと、前記分離回収タンク
と、前記室外機冷媒配管の前記第一分岐点よりも前記四方弁側に位置する第二分岐点とを
接続する第二分岐ラインと、前記室外機冷媒配管における前記第一分岐点および前記第二
分岐点間の流路を開閉する遮断弁と、前記圧縮機から吐出されたホットガスの一部を、前
記分離回収ユニットに供給するホットガスラインと、を備え、前記ホットガスラインの分
離回収側端部には、前記分離回収タンク内の下部へ連通される開口部が形成され、該開口
部の面積は、前記ホットガスラインの断面積よりも大きく構成されていることを特徴とす
る。
【０００８】
　例えば、室外機を更新して新冷媒に変更する際に、既設の第一冷媒配管や第二冷媒配管
等に残る旧冷凍機油等の汚濁物（コンタミ）を除去する作業が必要になる。本態様によれ
ば、旧冷媒を回収した状態で、新冷媒を充填した室外機を交換設置する。そして、分離回
収ユニットを装着して第二冷媒配管、室外機冷媒配管、第一分岐ライン、分離回収タンク
、第二分岐ライン、室外機冷媒配管および四方弁を連続的に接続する。
この状態で、冷房運転を行うと、圧縮機で高温高圧にされた新冷媒が、四方弁から室外熱
交換器に流入し凝縮液化され、第一冷媒配管に供給される。この液化された新冷媒により
第一冷媒配管内のコンタミは運ばれる。次いで、液化された新冷媒は、室内機に流入し、
膨張弁で減圧されガス化される。ガス化された新冷媒は、流量および流速が増加して室内
熱交換器に流入され、さらに第二冷媒配管に流入される。このガス化された新冷媒により
第一冷媒配管内のコンタミとともに室内熱交換器および第二冷媒配管内のコンタミは押し
流されて運ばれる。この第二冷媒配管内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外
機冷媒配管および第一分岐ラインを通って分離回収タンク内に流入する。このように、第
一分岐ラインから分離回収タンクの広い空間に流入すると、新冷媒とコンタミとの混合物
の流速が急激に遅くなるので、重いコンタミは下方に落下して新冷媒と分離されることに
なる。分離された新冷媒は、第二分岐ラインおよび室外機冷媒配管を通って圧縮機へ還流
される。これを繰り返すことで洗浄が行われる。
【０００９】
このように、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるので、
従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし、洗
浄コストを低減できる。
また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、本発明では、さらに、ホットガスラインで
供給される圧縮機から吐出された高温高圧のホットガスを活用する。すなわち、コンタミ
に含まれる液状の新冷媒はこのホットガスの熱量によって確実に気化され回収される。こ
のため、洗浄後室外機に不足する新冷媒を補充する必要がなくなるので、コストを安くで
き、作業時間を短縮できる。
さらに、ホットガスの場合には、配管を接続するだけで処理ができるので、例えば熱源と
して電気ヒータを用いる場合に必要な電源の確保および電源を利用するための作業が不要
となる。また、ホットガスは電気ヒータと比較し、コンパクトで高熱量を得ることができ
る。さらに、分離回収ユニットは室外機近傍の屋外設置となるが、電気的な接続が不要の
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ため、雨等による漏電の心配をする必要がなくなり、作業が安全に行なえる。
【００１０】
　また、ホットガスが分離回収ユニットに供給されているので、この熱量により圧縮機に
戻る新冷媒の温度が高くなる。このため、圧縮機から吐出される新冷媒の温度が高くなり
、室内熱交換器を流れる新冷媒の温度を高め得るので、例えば冬季の洗浄作業の場合に、
供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が凍結しない温度範囲に調
整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、室外機と第一冷媒配管および第二冷媒配管との連通を切断しても、ホットガス
ラインおよび第二分岐ラインを利用して、冷凍サイクルが構成できるので、洗浄作業に入
る前にこの短縮された冷凍サイクルで所定時間運転する。このようにすると、新冷媒に新
冷凍機油が溜り込んでいる新品の圧縮機の運転初期に、新冷凍機油が多く含有された新冷
媒が吐出されるが、この状態の新冷媒が第一冷媒配管側へ供給されないので、新冷凍機油
が分離回収タンクに大量に回収されてしまうことを防止できる。
【００１１】
　なお、ホットガスの熱量は、分離回収タンクに貯留されるコンタミに供給されてコンタ
ミに含有される液化した新冷媒を気化させるようにしてもよく、第一分岐ラインを流れる
新冷媒およびコンタミの混合物に供給されて液化している新冷媒を気化させて分離回収タ
ンクで確実に分離するようにしてもよい。
また、分離回収ユニットは、室外機から独立して設けられているので、室外機内部の構造
を簡素化できる。さらに、分離回収ユニットは、洗浄作業終了後室外機から取り外して、
別の空気調和システムの洗浄作業に再活用できるので、システムとして安価にできる。
【００１２】
　本発明の第一の参考例による空気調和システムの冷凍機油分離回収システムでは、前記
ホットガスラインは、前記分離回収タンク内の下部に熱交換部が形成されるとともにその
下流側端部が前記第二分岐ラインに接続されていることを特徴とする。
【００１３】
　このように、ホットガスラインは、分離回収タンク内の下部に熱交換部が形成されてい
るので、分離回収タンクの下部に貯留されるコンタミに、ホットガスの熱量を供給してコ
ンタミに混合している液化された新冷媒を気化して第二分岐ラインから室外機冷媒配管へ
供給する。
　液化された新冷媒を気化する熱源として高温高圧のホットガスを利用しているので、最
終的に貯留された状態でも気化させることができる。このように、洗浄作業が完了した後
に新冷媒の気化・回収作業ができるので、洗浄作業中には、ホットガスラインへのホット
ガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に振り向けることができる。したがって、
洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができる。
　また、ホットガスがコンタミに直接接触しないので、ホットガスに含まれる新冷凍機油
が分離回収されてしまうことを防止できる。
　なお、状況により洗浄作業中においても、ホットガスを供給して液化された新冷媒を気
化・回収するようにしてもよい。
【００１４】
　前記第一の態様では、前記ホットガスラインの分離回収側端部には、前記分離回収タン
ク内の下部へ連通される開口部が形成されていることを特徴とする。
【００１５】
　このように、ホットガスラインの分離回収側端部には、分離回収タンク内の下部へ連通
される開口部が形成されているので、開口部から分離回収タンクの下部に貯留されるコン
タミに、ホットガスを供給してその熱量によりコンタミに混合している液化された新冷媒
を気化して、分離回収タンクから第二分岐ラインを通り室外機第二冷媒配管へ供給する。
　また、液化された新冷媒を気化する熱源として高温高圧のホットガスを利用し、かつこ
れを直接供給しているので、最終的に貯留された状態でも気化させることができる。この
ように、洗浄作業が完了した後に新冷媒の気化・回収作業ができるので、洗浄作業中には
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、ホットガスラインへのホットガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に振り向け
ることができる。したがって、洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができる。
さらに、ホットガスラインの分離回収側端部には、分離回収タンク内の下部へ連通される
開口部が形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
　なお、状況により洗浄作業中においても、ホットガスを供給して液化された新冷媒を気
化・回収するようにしてもよい。
【００１６】
　また、前記第一の態様では、前記開口部の面積は、前記ホットガスラインの断面積より
も大きく構成されていることを特徴とする。
【００１７】
　このように、開口部の面積は、ホットガスラインの断面積よりも大きく構成されている
ので、ホットガス供給時ホットガスの噴出速度が低下する。ホットガスの噴出速度が低下
すると、コンタミへの衝撃が緩和され、液面乱れが大きくならないので、コンタミが第二
分岐ラインから流出する危険性を少なくできる。
【００１８】
　また、本発明の第二の参考例による空気調和システムの冷凍機油分離回収システムでは
、前記ホットガスラインの分離回収側端部には、前記第一分岐ライン内へ連通される開口
部が形成されていることを特徴とする。
【００１９】
　このように、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ連通される
開口部が形成されているので、ホットガスは第一分岐ライン中を運ばれているコンタミを
含む新冷媒に供給され、新冷媒中の液化された新冷媒を気化させて分離回収タンクに供給
する。分離回収タンクに供給される新冷媒は、ほとんど気化されているので、分離回収タ
ンクにて確実に分離され回収される。
　また、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ連通される開口部
が形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
【００２０】
　本発明の第二の態様にかかる空気調和システムの冷凍機油分離回収システムは、冷媒を
圧縮する圧縮機、運転モードに応じて圧縮機から吐出された冷媒の流路を切り替える四方
弁、および室外熱交換器を有する室外機と、膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換
器を有する室内機と、前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、
前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、を備えた空気調
和システムにおける冷凍機油の分離回収に用いられる分離回収システムであって、該分離
回収システムは、分離回収タンクを有し、前記室外機に着脱可能に取り付けられる分離回
収ユニットと、前記四方弁および前記第二冷媒配管を接続する室外機冷媒配管の第一分岐
点と前記分離回収タンクとを接続する第一分岐ラインと、前記分離回収タンクと、前記室
外機冷媒配管の前記第一分岐点よりも前記四方弁側に位置する第二分岐点とを接続する第
二分岐ラインと、前記室外機冷媒配管における前記第一分岐点および前記第二分岐点間の
流路を開閉する遮断弁と、前記圧縮機から吐出されたホットガスの一部を、前記分離回収
ユニットに供給するホットガスラインと、を備え、前記ホットガスラインには、前記第一
分岐ラインとの間に熱交換部が形成されるとともに、その下流側端部が前記第二分岐ライ
ンに接続されていることを特徴とする。
【００２１】
　このように、ホットガスラインには、第一分岐ラインとの間に熱交換部が形成されてい
るので、熱交換部にてホットガスライン中を通るホットガスの熱量が第一分岐ライン中を
通るコンタミを含む新冷媒に供給され、新冷媒中の液化された新冷媒を気化させて分離回
収タンクに供給する。分離回収タンクに供給される新冷媒は、ほとんど気化されているの
で、分離回収タンクにて確実に分離され回収される。
また、ホットガスラインの下流側端部は、第二分岐ラインに接続されているので、ホット
ガスは分離回収タンクに流入しない。したがって、ホットガスに含まれる新冷凍機油が分
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離回収タンクで分離回収されることを防止できる。
【００２２】
　前記第二の態様による空気調和システムの冷凍機油分離回収システムでは、前記分離回
収タンクの外周下部には、加熱手段が設けられている構成を特徴とする。
【００２３】
　このように、本構成では、分離回収タンクの外周下部には、加熱手段が設けられている
ので、条件によって第一分岐ライン中を運ばれる新冷媒に含まれる液化された新冷媒の量
が、ホットガスが供給する顕熱量以上であり、気化しきれない液化された新冷媒が分離回
収タンクに溜まった場合でも、加熱手段で加熱して気化させ回収することができる。
【００２４】
　本発明の第三の参考例による空気調和システムに用いられる分離回収ユニットでは、冷
媒を圧縮する圧縮機、運転モードに応じて圧縮機から吐出された冷媒の流路を切り替える
四方弁、および室外熱交換器を有する室外機と、膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱
交換器を有する室内機と、前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管
と、前記室外機と前記室内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、前記四方弁
および前記第二冷媒配管を接続する室外機冷媒配管と、該室外機冷媒配管の第一分岐点に
おいて分岐された第一室外機分岐管と、前記室外機冷媒配管の前記第一分岐点よりも前記
四方弁側に位置する第二分岐点において分岐された第二室外機分岐管と、前記圧縮機から
吐出されたホットガスの一部を分岐する室外機側ホットガスラインと、を備えた空気調和
システムに接続されて用いられる分離回収ユニットにおいて、分離回収タンクと、前記第
一室外機分岐管と前記分離回収タンクとを接続する第一回収管と、前記第二室外機分岐管
と前記分離回収タンクとを接続する第二回収管と、前記室外機側ホットガスラインに接続
される回収ホットガスラインと、を備えたことを特徴とする。
【００２５】
　例えば、室外機を更新して新冷媒に変更する際に、既設の第一冷媒配管や第二冷媒配管
等に残るコンタミを除去する作業が必要になる。本発明によれば、旧冷媒を回収した状態
で、新冷媒を充填した室外機を交換設置する。そして、コンタミを分離回収する分離回収
ユニットを装着して第二冷媒配管、室外機冷媒配管、第一室外機分岐管、第一回収管、分
離回収タンク、第二回収管、第二室外機分岐管、室外機冷媒配管および四方弁を連続的に
接続する。また、室外機側ホットガスラインと回収ホットガスラインとを接続する。
　この状態で、冷房運転を行うと、圧縮機で高温高圧にされた新冷媒が、四方弁から室外
熱交換器に流入し凝縮液化され、第一冷媒配管に供給される。この液化された新冷媒によ
り第一冷媒配管内のコンタミは運ばれる。次いで、液化された新冷媒は、室内機に流入し
、膨張弁で減圧されガス化される。ガス化された新冷媒は、流量および流速が増加して室
内熱交換器に流入され、さらに第二冷媒配管に流入される。このガス化された新冷媒によ
り第一冷媒配管内のコンタミとともに室内熱交換器および第二冷媒配管内のコンタミは押
し流されて運ばれる。この第二冷媒配管内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室
外機冷媒配管、第一室外機分岐管および第一回収管を通って分離回収タンク内に流入する
。このように、第一回収管から分離回収タンクの広い空間に流入すると、新冷媒とコンタ
ミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、重いコンタミは下方に落下して新冷媒と分離
されることになる。分離された新冷媒は、第二回収管、第二室外機分岐管および室外機冷
媒配管を通って圧縮機へ還流される。これを繰り返すことで洗浄が行われる。
　このように、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるので
、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし、
洗浄コストを低減できる。
【００２６】
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、本参考例では、さらに、室外機側ホット
ガスラインと回収ホットガスラインで供給される圧縮機から吐出された高温高圧のホット
ガスを活用する。すなわち、コンタミに含まれる液状の新冷媒はこのホットガスの熱量に
よって確実に気化され回収される。このため、洗浄後室外機に不足する新冷媒を補充する
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必要がなくなるので、コストを安くでき、作業時間を短縮できる。
　また、ホットガスが分離回収ユニットに供給されているので、この熱量により圧縮機に
戻る新冷媒の温度が高くなる。このため、圧縮機から吐出される新冷媒の温度が高くなり
、室内熱交換器を流れる新冷媒の温度を高め得るので、例えば冬季の洗浄作業の場合に、
供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が凍結しない温度範囲に調
整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、室外機と第一冷媒配管および第二冷媒配管との連通を切断しても、室外機側ホ
ットガスライン、回収ホットガスライン、第二回収管および第二室外機分岐管を利用して
、冷凍サイクルが構成できるので、洗浄作業に入る前にこの短縮された冷凍サイクルで所
定時間運転する。このようにすると、新冷媒に新冷凍機油が溜り込んでいる新品の圧縮機
の運転初期に、新冷凍機油が多く含有された新冷媒が吐出されるが、この状態の新冷媒が
第一冷媒配管側へ供給されないので、新冷凍機油が分離回収タンクに大量に回収されてし
まうことを防止できる。
　また、分離回収ユニットは、室外機から独立して設けられているので、洗浄作業終了後
室外機から取り外して、別の空気調和システムの洗浄作業に再活用できる。
【００２７】
　本発明の第三の態様による空気調和システムの洗浄方法は、冷媒を圧縮する圧縮機を有
する室外機と、膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換器を有する室内機と、前記室
外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、前記室外機と前記室内機の各
室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、を備える空気調和システムの冷媒を交換する
ときに少なくとも前記第一冷媒配管および前記第二冷媒配管を洗浄する空気調和システム
の洗浄方法において、分離回収タンクを有する分離回収ユニットを、前記分離回収タンク
が前記第二冷媒配管と接続される室外機冷媒配管の経路に位置するように接続し、前記空
気調和システムを冷房サイクルで運転し、前記圧縮機から吐出されたホットガスの一部で
、前記分離回収タンクに貯留されたコンタミを加熱する前に、前記室外機と前記第一冷媒
配管および前記第二冷媒配管との連通を断ち、前記ホットガスを供給するラインを開放し
て所定時間冷房運転を行うことを特徴とする。
【００２８】
　例えば、室外機を更新して新冷媒に変更する際に、既設の第一冷媒配管や第二冷媒配管
等に残るコンタミを除去する作業が必要になる。本態様によれば、旧冷媒を回収した状態
で、新冷媒を充填した室外機を交換設置する。そして、分離回収タンクを有する分離回収
ユニットを、分離回収タンクが前記第二冷媒配管と接続される室外機冷媒配管の経路に位
置するように接続する。
この状態で、冷房運転を行うと、圧縮機で高温高圧にされた新冷媒が、凝縮液化され、第
一冷媒配管に供給される。この液化された新冷媒により第一冷媒配管内のコンタミは運ば
れる。次いで、液化された新冷媒は、室内機に流入し、膨張弁で減圧されガス化される。
ガス化された新冷媒は、流量および流速が増加して室内熱交換器に流入され、さらに第二
冷媒配管に流入される。このガス化された新冷媒により第一冷媒配管内のコンタミととも
に室内熱交換器および第二冷媒配管内のコンタミは押し流されて運ばれる。この第二冷媒
配管内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外機冷媒配管を通って広い空間を持
つ分離回収タンク内に流入する。このように、分離回収タンクの広い空間に流入すると、
新冷媒とコンタミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、重いコンタミは下方に落下し
て新冷媒と分離されることになる。分離された新冷媒は、室外機冷媒配管を通って圧縮機
へ還流される。これを例えば所定時間繰り返すことで洗浄が行われる。
また、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるので、従来の
洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし、洗浄コス
トを低減できる。
【００２９】
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、圧縮機から吐出された高温高圧のホット
ガスを活用する。すなわち、コンタミに含まれる液状の新冷媒はこのホットガスの熱量に
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よって確実に気化され回収される。このため、洗浄後室外機に不足する新冷媒を補充する
必要がなくなるので、コストを安くでき、作業時間を短縮できる。
　また、ホットガスが分離回収ユニットに供給されているので、この熱量により圧縮機に
戻る新冷媒の温度が高くなる。このため、圧縮機から吐出される新冷媒の温度が高くなり
、室内熱交換器を流れる新冷媒の温度を高め得るので、例えば冬季の洗浄作業の場合に、
供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が凍結しない温度範囲に調
整して洗浄作業が実施できる。
　このように、洗浄作業が完了した後に新冷媒の気化・回収作業ができるので、洗浄作業
中には、分離回収タンクへのホットガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に振り
向けることができる。したがって、洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができる。
【００３０】
　また、本発明の第四の態様にかかる空気調和システムの洗浄方法は、冷媒を圧縮する圧
縮機を有する室外機と、膨張弁を備えた少なくとも一台の室内熱交換器を有する室内機と
、前記室外機と前記室内機の各膨張弁とを接続する第一冷媒配管と、前記室外機と前記室
内機の各室内熱交換器とを接続する第二冷媒配管と、を備える空気調和システムの冷媒を
交換するときに少なくとも前記第一冷媒配管および第二冷媒配管を洗浄する空気調和シス
テムの洗浄方法において、分離回収タンクを有する分離回収ユニットを、前記分離回収タ
ンクが前記第二冷媒配管と接続される室外機冷媒配管の経路に位置するように接続し、前
記空気調和システムを冷房サイクルで運転するとともに前記圧縮機から吐出されたホット
ガスの一部で、前記分離回収タンクに流入する流体を加熱する前に、前記室外機と前記第
一冷媒配管および前記第二冷媒配管との連通を断ち、前記ホットガスを供給するラインを
開放して所定時間冷房運転を行うことを特徴とする。
 
【００３１】
　例えば、室外機を更新して新冷媒に変更する際に、既設の第一冷媒配管や第二冷媒配管
等に残るコンタミを除去する作業が必要になる。本態様によれば、旧冷媒を回収した状態
で、新冷媒を充填した室外機を交換設置する。そして、分離回収タンクを有する分離回収
ユニットを、分離回収タンクが前記第二冷媒配管と接続される室外機冷媒配管の経路に位
置するように接続する。
　この状態で、冷房運転を行うと、圧縮機で高温高圧にされた新冷媒が、凝縮液化され、
第一冷媒配管に供給される。この液化された新冷媒により第一冷媒配管内のコンタミは運
ばれる。次いで、液化された新冷媒は、室内機に流入し、膨張弁で減圧されガス化される
。ガス化された新冷媒は、流量および流速が増加して室内熱交換器に流入され、さらに第
二冷媒配管に流入される。このガス化された新冷媒により第一冷媒配管内のコンタミとと
もに室内熱交換器および第二冷媒配管内のコンタミは押し流されて運ばれる。この第二冷
媒配管内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外機冷媒配管を通って広い空間を
持つ分離回収タンク内に流入する。このように、分離回収タンクの広い空間に流入すると
、新冷媒とコンタミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、重いコンタミは下方に落下
して新冷媒と分離されることになる。分離された新冷媒は、室外機冷媒配管を通って圧縮
機へ還流される。これを例えば所定時間繰り返すことで洗浄が行われる。
　また、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるので、従来
の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし、洗浄コ
ストを低減できる。
【００３２】
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、圧縮機から吐出された高温高圧のホット
ガスを活用する。すなわち、分離回収タンクに流入する液化された新冷媒はこのホットガ
スの熱量によって確実に気化され回収される。このため、洗浄後室外機に不足する新冷媒
を補充する必要がなくなるので、コストを安くでき、作業時間を短縮できる。
　また、ホットガスが分離回収ユニットに流入する流体に供給されているので、この熱量
により圧縮機に戻る新冷媒の温度が高くなる。このため、圧縮機から吐出される新冷媒の
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温度が高くなり、室内熱交換器を流れる新冷媒の温度を高め得るので、例えば冬季の洗浄
作業の場合に、供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が凍結しな
い温度範囲に調整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、ホットガスの熱量が室外機冷媒配管を通るコンタミを含む新冷媒に供給され、
新冷媒中の液化された新冷媒を気化させて分離回収タンクに供給する。分離回収タンクに
供給される新冷媒は、ほとんど気化されているので、分離回収タンクにて確実に分離され
回収される。
【００３３】
　また、前記第三の態様あるいは前記第四の態様による空気調和システムの洗浄方法では
、空気調和システムの洗浄方法を行う前に、前記室外機と前記第一冷媒配管および前記第
二冷媒配管との連通を断ち、前記ホットガスを供給するラインを開放して所定時間冷房運
転を行うことを特徴とする。
【００３４】
　このように、洗浄作業に入る前に第一冷媒配管および第二冷媒配管との連通を断ち、室
外機側のみで冷凍運転を所定時間行うと、新冷媒に新冷凍機油が溜り込んでいる新品の圧
縮機の運転初期に、新冷凍機油が多く含有された新冷媒が吐出されるが、この状態の新冷
媒が第一冷媒配管側へ供給されないので、新冷凍機油が分離回収タンクに大量に回収され
ることを防止できる。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明の第一の態様によれば、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗
浄が行われるので、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間
を短縮できるし、洗浄コストを低減できる。
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、ホットガスラインで供給される圧縮機か
ら吐出された高温高圧のホットガスを利用しているので、洗浄後室外機に不足する新冷媒
を補充する必要がなくなり、コストを安くでき、作業時間を短縮できる。
また、ホットガスが分離回収ユニットに供給されているので、例えば冬季の洗浄作業の場
合に、供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が凍結しない温度範
囲に調整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、室外機と第一冷媒配管および第二冷媒配管との連通を切断しても、ホットガス
ラインおよび第二分岐ラインを利用して、冷凍サイクルが構成できるので、新冷凍機油が
分離回収タンクに大量に回収されてしまうことを防止できる。
　また、分離回収ユニットは、室外機から独立して設けられているので、室外機内部の構
造を簡素化できる。さらに、分離回収ユニットは、洗浄作業終了後室外機から取り外して
、別の空気調和システムの洗浄作業に再活用できるので、システムとして安価にできる。
【００３６】
　第一の参考例によれば、ホットガスラインは、分離回収タンク内の下部に熱交換部が形
成されているので、洗浄作業中には、ホットガスラインへのホットガスの供給を停止して
、新冷媒を全て洗浄作業に振り向けることができる。したがって、洗浄作業が効率的にか
つ効果的に行うことができる。
また、ホットガスがコンタミに直接接触しないので、ホットガスに含まれる新冷凍機油が
分離回収されてしまうことを防止できる。
【００３７】
　本発明の第一の態様によれば、ホットガスラインの分離回収側端部には、分離回収タン
ク内の下部へ連通される開口部が形成されているので、洗浄作業中には、ホットガスライ
ンへのホットガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に振り向けることができる。
したがって、洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができる。
さらに、ホットガスラインの分離回収側端部には、分離回収タンク内の下部へ連通される
開口部が形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
【００３８】
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　本発明の第一の態様によれば、開口部の面積は、ホットガスラインの断面積よりも大き
く構成されているので、コンタミが第二分岐ラインから流出する危険性を少なくできる。
【００３９】
　第二の参考例によれば、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ
連通される開口部が形成されているので、新冷媒は分離回収タンクにて確実に分離され回
収される。
また、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ連通される開口部が
形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
【００４０】
　本発明の第二の態様によれば、ホットガスラインには、第一分岐ラインとの間に熱交換
部が形成されているので、新冷媒は分離回収タンクにて確実に分離され回収される。
また、ホットガスラインの下流側端部は、第二分岐ラインに接続されているので、ホット
ガスに含まれる新冷凍機油が分離回収タンクで分離回収されることを防止できる。
【００４１】
　前記構成によれば、分離回収タンクの外周下部には、加熱手段が設けられているので、
加熱手段で加熱して気化させ回収することができる。
【００４２】
　第三の参考例によれば、分離回収ユニットは、室外機から独立して設けられているので
、洗浄作業終了後室外機から取り外して、別の空気調和システムの洗浄作業に再活用でき
る。
【００４３】
　本発明の第三の態様によれば、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗
浄が行われるので、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間
を短縮できるし、洗浄コストを低減できる。
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、圧縮機から吐出された高温高圧のホット
ガスを活用しているので、洗浄後室外機に不足する新冷媒を補充する必要がなくなり、コ
ストを安くでき、作業時間を短縮できる。
　また、ホットガスが分離回収ユニットに供給されているので、例えば冬季の洗浄作業の
場合に、供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が凍結しない温度
範囲に調整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、洗浄作業が完了した後に新冷媒の気化・回収作業を行うので、洗浄作業を効率
的にかつ効果的に行うことができる。
【００４４】
　本発明の第四の態様によれば、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗
浄が行われるので、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間
を短縮できるし、洗浄コストを低減できる。
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、圧縮機から吐出された高温高圧のホット
ガスを活用しているので、洗浄後室外機に不足する新冷媒を補充する必要がなくなり、コ
ストを安くでき、作業時間を短縮できる。
　また、ホットガスが分離回収ユニットに流入する流体に供給されているので、例えば冬
季の洗浄作業の場合に、供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器が
凍結しない温度範囲に調整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、ホットガスの熱量が室外機冷媒配管を通るコンタミを含む新冷媒に供給され、
新冷媒中の液化された新冷媒を気化させて分離回収タンクに供給する。分離回収タンクに
供給される新冷媒は、ほとんど気化されているので、分離回収タンクにて確実に分離され
回収される。
【００４５】
　本発明の第三の態様あるいは第四の態様によれば、洗浄作業に入る前に第一冷媒配管お
よび第二冷媒配管との連通を断ち、室外機側のみで冷凍運転を所定時間行うので、新冷凍
機油が分離回収タンクに大量に回収されることを防止できる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
以下に、本発明にかかる実施形態について、図面を参照して説明する。
［第一実施形態］
以下、本発明の第一実施形態にかかる空気調和システム１について、図１～図３を用いて
説明する。
空気調和システム１には、室外機３と、室内機５と、液管（第一冷媒配管）７と、ガス管
（第二冷媒配管）９と、分離回収ユニット６とが備えられている。
【００４７】
　室外機３には、冷媒を圧縮して吐出する圧縮機１１と、吐出された冷媒から冷凍機油を
分離するオイルセパレータ１３と、冷媒の循環方向を切り換える四方弁１５と、冷媒と外
気との間で熱交換を行う室外熱交換器１７と、冷媒を一時貯留するレシーバタンク１９と
、圧縮機１１に流入する冷媒から冷凍機油を分離するアキュムレータ２１とが備えられて
いる。
　圧縮機１１と、オイルセパレータ１３と、四方弁１５とは、室外高圧配管２３で接続さ
れている。また、四方弁１５と、アキュムレータ２１と、圧縮機１１とは、室外低圧配管
２５で接続されている。
　そして、四方弁１５から室外熱交換器１７およびレシーバタンク１９を接続する室外液
管２７が設けられている。また、ガス管９と四方弁１５とを接続する室外ガス管（室外機
冷媒配管）２９が設けられている。
【００４８】
　オイルセパレータ１３には、このオイルセパレータ１３で分離された冷凍機油を圧縮機
１１の吸入側に送るキャピラリーチューブ３１が接続されている。
オイルセパレータ１３の冷媒出口部には、ここから分岐された室外機側ホットガスライン
３３が設けられている。室外機側ホットガスライン３３の自由端側には、冷媒加熱弁３４
が設けられている。
　室外液管２７には、室外熱交換器１７とレシーバタンク１９との間に、暖房膨張弁３５
が、レシーバタンク１９の外側に室外液管遮断弁３７が、それぞれ設けられている。
【００４９】
　室外ガス管２９のガス管９側には、室外ガス管遮断弁（遮蔽弁）３９が設けられている
。
　室外ガス管２９には、室外ガス管遮断弁３９の外側に位置する第一分岐点Ａから分岐し
た第一室外分岐遮断弁４３を備えた第一室外機分岐管４１が設けられている。
　室外ガス管２９には、室外ガス管遮断弁３９の内側に位置する第二分岐点Ｂから第二室
外分岐遮断弁４７を備えた第二室外機分岐管４５が設けられている。
【００５０】
　圧縮機１１は、低温・低圧のガス状冷媒（冷媒としては、たとえば、低温・低圧のガス
状冷媒（冷媒としては、例えば、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１０Ａ等のＨＦＣ系冷媒）を吸引して
圧縮し、高温・高圧のガス状冷媒とするものである。
【００５１】
　四方弁１５は、圧縮機１１の下流側に設けられるとともに、圧縮機１１から吐出された
冷媒の流路を冷房運転時と暖房運転時とで切り替えるものである。四方弁１５は、暖房運
転時には、室外高圧配管２３から室外ガス管２９に向かう流路を形成し、一方、冷房運転
時には、室外高圧配管２３から室外液管２７に向かう流路を形成するように構成されてい
る。
【００５２】
　室外熱交換器１７は、冷房運転時に高温高圧のガス状冷媒を凝縮液化させて外気に放熱
するコンデンサとして機能し、逆に暖房運転時には低温低圧の液状冷媒を蒸発気化させて
外気から熱を奪うエバポレータとして機能するものである。
【００５３】
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　室内機５には、室内膨張弁５１と、室内熱交換器５３とが備えられている。室内膨張弁
５１と、室内熱交換器５３とは直列に接続されている。室内膨張弁５１は液管７に接続さ
れ、室内熱交換器５３はガス管９に接続されている。
　室内熱交換器５３は、内部を通過する冷媒と、室内へ送風される空気との熱交換を行う
ものであり、冷房運転時にはいわゆるエバポレータとして、また暖房運転時にはいわゆる
コンデンサとして機能するものである。
【００５４】
　分離回収ユニット６には、分離回収タンク６１と、第一回収管６２と、第二回収管６４
と、回収ホットガスライン６６とが備えられている。
　第一回収管６２は、分離回収タンク６１の側部上方と第一室外機分岐管４１とを接続し
て連通するように構成され、中間位置に第一回収遮断弁６３が設けられている。
第二回収管６４は、分離回収タンク６１の頂部と第二室外機分岐管４３とを接続して連通
するように構成され、中間位置に第二回収遮断弁６５が設けられている。
　回収ホットガスライン６６は、一端が室外機側ホットガスライン３３と接続され、他端
が第二回収管６４の中間位置に接続されている。回収ホットガスライン６６の中間部分は
、分離回収タンク６１の内側下部に位置し、熱交換部６８を形成している。また、分離回
収タンク６１への導入側にホットガス遮断弁６７が設けられている。
【００５５】
　以上説明した本実施形態にかかる空気調和システム１の洗浄作業について図３をも参照
して説明する。
　ここでは、室外機３と室内機５とを更新し、液管７と、ガス管９とはそのまま既設のも
のを流用する場合について説明する。そして、旧空気調和システムでは、冷媒として例え
ばＲ２２（以下、旧冷媒という。）と、冷凍機油として例えば鉱油（以下、旧冷凍機油と
いう。）とを使用しており、新空気調和システムでは、冷媒として例えばＲ４１０Ａ（以
下新冷媒という。）と、冷凍機油として例えばエステル油（以下、新冷凍機油という。）
とを使用するものである。
　旧冷凍機油は、新冷媒に対して相溶性が少ないものである。
【００５６】
　まず、洗浄作業の前作業について説明する。
　旧空気調和システム１において、旧冷媒を室外機３側にポンプダウンをし、室外機側へ
回収し、室外液管遮断弁３７と室外ガス管遮断弁３９とを閉鎖する。これにより、旧冷媒
は室外機３に保持されることになる。このとき、旧冷凍機油も相当量が室外機３に保持さ
れる。なお、室外機３が壊れていて、この作業を実施し得ないような場合には、別途回収
機を用いて旧冷媒を回収する。
　この状態で、室外機３および室内機５を液管７およびガス管９から取り外す。
　そして、新冷媒および新冷凍機油を充填した新しい室外機３と室内機５とを設置し、液
管７およびガス管９に接続する。
【００５７】
　次いで、分離回収ユニット６を室外機３に接続する。すなわち、第一室外機分岐管４１
と第一回収管６２とを接続して本発明の第一分岐ラインを形成する。また、第二室外機分
岐管４５と第二回収管６４とを接続して本発明の第二分岐ラインを形成する。そして、室
外機側ホットガスライン３３と回収ホットガスライン６６とを接続して本発明のホットガ
スラインを形成する。ここで、室外機以外、すなわち液管７、室内機５、ガス管９、第一
分岐ライン、第二分岐ラインおよび分離回収ユニット６の真空引きを行い、この真空引き
が終了した液管７およびガス管９に現地追加充填分の新冷媒を充填する。
【００５８】
　本実施形態では、この状態で慣らし運転を行うことができる。
　すなわち、室外液管遮断弁３７、室外ガス管遮断弁３９、および第一回収遮断弁６３を
閉鎖する。一方、第二室外分岐遮断弁４７、第二回収遮断弁６５、冷媒加熱弁３４および
ホットガス遮断弁６７を開放する。
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　こうすると、圧縮機１１から、高圧配管２３、室外機側ホットガスライン３３、回収ホ
ットガスライン６６、第二室外機分岐管６４、第二室外機分岐管４５、室外機ガス管２９
、四方弁１５およびアキュムレータ２１を経由して圧縮機１１に戻る冷凍サイクルが形成
される。
　このショートカットされた冷凍サイクルで２～３０分圧縮機を稼動する。
【００５９】
　この室外機３は、出荷された状態であるので、出荷時に圧縮機１１に充填された新冷凍
機油に、多量の新冷媒が溶解している状態となっている。このため、起動時に圧縮機１１
から、新冷媒に混合されて新冷凍機油が多く吐出される。この新冷凍機油が液管７やガス
管９に流れ、貯留すると、次の洗浄工程で、新冷凍機油が回収されることになるので、通
常運転になったときに新冷凍機油が不足することがある。
　したがって、前記のように圧縮機１１の慣らし運転を行えば、余分な新冷凍機油は、ア
キュムレータ２１に蓄積されるので、圧縮機１１には必要量供給されることになり、圧縮
機１１から吐出される新冷媒に含まれる新冷凍機油はほとんど無い状態とできる。このた
め、洗浄作業に伴い回収される新冷凍機油が少なくできるので、通常運転になったとき、
新冷凍機油が不足するという不具合を防止できる。
【００６０】
　次いで、室外液管遮断弁３７、室外ガス管遮断弁３９を開き、第一室外分岐遮断弁４３
、第二室外分岐遮断弁４７、冷媒加熱弁３４および各膨張弁５１を閉じる。この状態で冷
房運転をし、レシーバタンク１９に液化された新冷媒が貯留するようにする。
　これにより、洗浄工程での冷房運転がスムーズに行われる。
【００６１】
　以上の準備をした上で、洗浄工程に入ることになる。
　このとき、室外ガス管遮断弁３９およびホットガス遮断弁６７を閉じ、第一室外分岐遮
断弁４３、第二室外分岐遮断弁４７、第一回収遮断弁６３および第二回収遮断弁６５を開
放する。
　これにより、ガス管９から室外ガス管２９、第一室外機分岐管４１、第一回収管６２、
分離回収タンク６１、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５および室外ガス管２９を経
由して四方弁１５へ流れる流路が形成される。
【００６２】
　上記の洗浄工程に入る前作業は、上記方法に限られるものではない。すなわち、慣らし
運転を行う際、室外液管遮断弁３７、第一室外分岐遮断弁４３、第二室外分岐遮断弁４７
、第一回収遮断弁６３、第二回収遮断弁６５およびホットガス遮断弁６７を開放し、室外
ガス管遮断弁３９および室内機の膨張弁５１を閉鎖する。
　このような弁の開閉状態にしても、室内機側へは冷媒が流れず、ショートカットされた
冷凍サイクルで運転することができる。
　また、上記のような開閉状態で洗浄工程の前作業を行えば、慣らし運転後、自動的に洗
浄運転に移行できる。
【００６３】
　この状態で、室内機の膨張弁５１を開き、洗浄運転を開始（Ｓ１）する。
　すなわち、冷房運転を実施して、洗浄工程（Ｓ２）を開始する。
　冷房運転を行うと、圧縮機１１で高温高圧にされた新冷媒が、四方弁１５から室外熱交
換器１７に流入し凝縮液化され、レシーバタンク１９を経由して液管７に供給される。こ
の液化された新冷媒により液管７内の旧冷凍機油等の汚濁物（コンタミ）は運ばれる。
次いで、液化された新冷媒は、室内機５に流入し、膨張弁５１で減圧されガス化される。
このガス化された新冷媒は、減圧に伴い体積が膨張する。このため、ガス化され体積が膨
張した新冷媒は流速が増加して室内熱交換器５３に流入し、さらにガス管９に流入する。
このガス化された新冷媒により液管７内のコンタミとともに室内熱交換器５３およびガス
管９内のコンタミは押し流されて運ばれる。
　このガス管９内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外ガス管２９、第一室外
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機分岐管４１および第一回収管６２を通って分離回収タンク６１の側面上部に流入する。
このように、第一回収管６２から分離回収タンク６１の広い空間に流入すると、新冷媒と
コンタミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、気体成分より重いコンタミは下方に落
下して分離回収タンク６１の下部に貯留される。そして、ガス化された軽量の新冷媒は、
上昇して、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５および室外ガス管２９を通って圧縮機
１１へ還流される。
　これを予め定めた所定時間繰り返すことで洗浄工程が終了する（Ｓ２）。
【００６４】
　このように、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるので
、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし、
洗浄コストを低減できる。
【００６５】
　洗浄工程が終了すると、冷媒加熱弁３４を開放して、室外機側ホットガスライン３３と
回収ホットガスライン６６とに圧縮機１１から吐出された高温高圧のホットガスを供給す
る（Ｓ３）。
　このようにすると、回収ホットガスライン６６に設けられた熱交換部６８に高温高圧の
ガス状冷媒が供給されるので、分離回収タンク６１に貯留されたコンタミが加熱される。
コンタミが加熱されると、運転状況により第一回収管６２から分離回収タンクに入る段階
で液化され、コンタミとともに貯留されている新冷媒がこの熱量により気化する。気化し
た新冷媒は、上昇して分離回収タンク６１の頂部から第二回収管６４を通って室外機３側
に回収される。
【００６６】
　このように、洗浄作業が終了した後に新冷媒の気化・回収作業ができるので、洗浄作業
中には、ホットガスラインへのホットガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に振
り向けることができる。したがって、洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができる
。
　また、ホットガスがコンタミに直接接触しないので、ホットガスに含まれる新冷凍機油
が分離回収されてしまうことを防止できる。
【００６７】
　気化終了は、次のように行う（Ｓ４）。
　すなわち、圧縮機１１の吸入過熱度の上昇あるいは吐出温度の上昇を検知して判断する
。これは、ホットガスが、液化された冷媒に熱量を与えていれば、温度が低下した状態で
圧縮機１１に戻るが、液化された冷媒がなくなり熱交換をしなくなると、熱いホットガス
がそのまま圧縮機１１に戻ることになるので、吸入過熱度および吐出温度が上昇すること
を利用している。
　また、予め定めた所定時間を経過することにより、気化終了と判断してもよい。これは
液化される冷媒の量がわかるように洗浄運転ができるので、種々な条件で試験し、所定時
間を求めておき、それに基づき判断する。
【００６８】
　次に、分離回収ユニット６に残存している気化された冷媒を室外機３へポンプダウン（
回収）する（Ｓ５）。
　すなわち、冷媒加熱弁３４および各膨張弁５１を閉じる。
　この状態で冷房運転をすると、膨張弁５１で循環回路が閉塞されているため、膨張弁５
１から分離回収ユニット６を経由して圧縮機１１に至る冷媒回路にある新冷媒を、圧縮機
１１から室外熱交換器１７、レシーバタンク１９を経由して膨張弁５１に至る高圧冷媒回
路側に回収することができる。
【００６９】
　ポンプダウンは低圧圧力が十分に低下した場合に終了と判断する（Ｓ６）。
　なお、ポンプダウン開始時には、膨張弁５１から分離回収ユニット６を経由して圧縮機
１１に至る低圧側冷媒回路内の冷媒は気化したガスの状態で存在することから、低圧冷媒
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回路内の冷媒量が推定でき、この容積を回収するためのポンプダウン運転時間を算出し、
この算出された時間が経過したことで終了の判断を行うこともできる。
　このように、分離回収ユニット６に残る新冷媒を回収するので、分離回収ユニット６を
外しても、新冷媒が損なわれることはない。このため、空気調和システム１の運転に必要
な新冷媒が不足することを防止できる。
【００７０】
　このポンプダウンが終了すると、洗浄運転は終了となる（Ｓ７）。
洗浄作業が終了すると、第一室外分岐遮断弁４３、第二室外分岐遮断弁４７、第一回収遮
断弁６３、第二回収遮断弁６５、およびホットガス遮断弁６７を閉じて、分離回収ユニッ
ト６を室外機３から取り外す。
　このように、分離回収ユニット６は、室外機３から独立して設けられているので、室外
機３内部の構造を簡素化できる。さらに、分離回収ユニット６は、洗浄作業終了後室外機
３から取り外して、別の空気調和システム１の洗浄作業に再活用できるので、システムと
して安価にできる。
【００７１】
　以下、本実施形態の作用・効果を説明する。
　例えば、室外機３および室内機５を更新して新冷媒に変更する際に、既設の液管７やガ
ス管９等に残る旧冷凍機油等の汚濁物（コンタミ）を除去する作業が必要になる。本実施
形態によれば、旧冷媒を回収した状態で、新冷媒を充填した室外機３を交換設置する。そ
して、分離回収ユニット６を装着してガス管９、室外ガス管２９、第一室外機分岐管４１
、第一回収管６２、分離回収タンク、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５、室外ガス
管２９および四方弁１５を連続的に接続する。
　この状態で、冷房運転を行うと、圧縮機１１で高温高圧にされた新冷媒が、四方弁１５
から室外熱交換器１７に流入し凝縮液化され、液管７に供給される。この液化された新冷
媒により液管７内のコンタミは運ばれる。次いで、液化された新冷媒は、室内機５に流入
し、各膨張弁５１で減圧されガス化される。ガス化された新冷媒は、流速が増加して室内
熱交換器５３に流入し、さらにガス管９に流入する。このガス化された新冷媒により液管
７内のコンタミとともに室内熱交換器５３およびガス管９内のコンタミは押し流されて運
ばれる。このガス管９内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外ガス管２９、第
一室外機分岐管４１および第一回収管６２を通って分離回収タンク６１内に流入する。こ
のように、第一回収管６２から分離回収タンク６１の広い空間に流入すると、新冷媒とコ
ンタミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、重いコンタミは下方に落下して新冷媒と
分離されることになる。分離された新冷媒は、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５お
よび室外ガス管２９を通って圧縮機１１へ還流される。これを繰り返すことで洗浄が行わ
れる。
【００７２】
　このように、室外機３に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるの
で、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし
、洗浄コストを低減できる。
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、ホットガスラインで供給される圧縮機１
１から吐出された高温高圧のホットガスを活用する。すなわち、コンタミに含まれる液状
の新冷媒はこのホットガスの熱量によって確実に気化され回収される。このため、洗浄後
室外機３に不足する新冷媒を補充する必要がなくなるので、コストを安くでき、作業時間
を短縮できる。
　さらに、ホットガスの場合には、配管を接続するだけで処理ができるので、例えば熱源
として電気ヒータを用いる場合に必要な電源の確保および電源を利用するための作業が不
要となる。また、ホットガスは電気ヒータと比較し、コンパクトで高熱量を得ることがで
きる。さらに、分離回収ユニット６は室外機３近傍の屋外設置となるが、電気的な接続が
不要のため、雨等による漏電の心配をする必要がなくなり、作業が安全に行なえる。
【００７３】
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　また、ホットガスが分離回収ユニット６に供給されているので、この熱量により圧縮機
に戻る新冷媒の温度が高くなる。このため、圧縮機から吐出される新冷媒の温度が高くな
り、室内熱交換器を流れる新冷媒の温度を高め得るので、例えば冬季の洗浄作業の場合に
、供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器５３が凍結しない温度範
囲に調整して洗浄作業が実施できる。
　さらに、室外機３と液管７およびガス管９との連通を切断しても、室外機側ホットガス
ライン３３、回収ホットガスライン６６、第二回収管６４および第二室外機分岐管４５を
利用して、冷凍サイクルが構成できるので、洗浄作業に入る前にこの短縮された冷凍サイ
クルで所定時間運転する。このようにすると、新冷媒に新冷凍機油が溜り込んでいる新品
の圧縮機１１の運転初期に、新冷凍機油が多く含有された新冷媒が吐出されるが、この状
態の新冷媒が液管７側へ供給されないので、新冷凍機油が分離回収タンク６１に大量に回
収されてしまうことを防止できる。
　また、分離回収ユニット６は、室外機３から独立して設けられているので、室外機３内
部の構造を簡素化できる。
　さらに、分離回収ユニット６は、洗浄作業終了後室外機３から取り外して、別の空気調
和システム１の洗浄作業に再活用できるので、システムとして安価にできる。
【００７４】
　このように、回収ホットガスライン６６は、分離回収タンク６１内の下部に熱交換部６
８が形成されているので、分離回収タンク６１の下部に貯留されるコンタミに、ホットガ
スの熱量を供給してコンタミに混合している液化された新冷媒を気化して第二回収管６４
および第二室外機分岐管４５から室外ガス管２９へ供給する。
　液化された新冷媒を気化する熱源として高温高圧のホットガスを利用しているので、最
終的に貯留された状態でも気化させることができる。このように、洗浄作業が完了した後
に新冷媒の気化・回収作業ができるので、洗浄作業中には、回収ホットガスライン６６へ
のホットガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に振り向けることができる。した
がって、洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができる。
　また、ホットガスがコンタミに直接接触しないので、ホットガスに含まれる新冷凍機油
が分離回収されてしまうことを防止できる。
【００７５】
　なお、本実施形態では、回収ホットガスライン６６は、分離回収タンク６１内で熱交換
部６８を形成した後、第二回収管６４に連通されているが、本発明はこれに限定されるも
のではない。
　図４に示すように、回収ホットガスライン６６の分離回収側端部に、分離回収タンク６
１内の下部へ連通される開口部６９を形成してもよい。
　このようにすると、回収ホットガスライン６６の分離回収側端部に形成された開口部６
９から分離回収タンク６１の下部に貯留されるコンタミに、ホットガスを供給してその熱
量によりコンタミに混合している液化された新冷媒を気化して、分離回収タンク６１から
第二回収管６４、第二室外機分岐管４５を通り室外ガス管２９へ供給する。
　また、液化された新冷媒を気化する熱源として高温高圧のホットガスを利用し、かつこ
れを直接供給しているので、最終的に貯留された状態でも気化させることができる。この
ように、洗浄作業が完了した後に新冷媒の気化・回収作業ができるので、洗浄作業中には
、回収ホットガスライン６６へのホットガスの供給を停止して、新冷媒を全て洗浄作業に
振り向けることができる。したがって、洗浄作業が効率的にかつ効果的に行うことができ
る。
　さらに、回収ホットガスライン６６の分離回収側端部には、分離回収タンク６１内の下
部へ連通される開口部６９が形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
　なお、状況により洗浄作業中においても、ホットガスを供給して液化された新冷媒を気
化・回収するようにしてもよい。
【００７６】
　また、開口部６９の面積は、回収ホットガスライン６６の断面積よりも大きく構成され
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ていれば、さらに好適である。
　この場合、例えば、図５に示すように開口部６９を多数の穴７０で構成してもよく、図
６に示すように径の大きな開口部６９としてもよい。
　このようにすると、開口部６９の面積は、回収ホットガスライン６６の断面積よりも大
きく構成されているので、ホットガス供給時ホットガスの噴出速度が低下する。ホットガ
スの噴出速度が低下すると、コンタミへの衝撃が緩和され、液面乱れが大きくならないの
で、コンタミが第二回収管６４から流出するおそれを少なくできる。
【００７７】
［第二実施形態］
　次に、本発明の第二実施形態について、図７および図８を用いて説明する。
　本実施形態における空気調和システム１は、回収ユニット６の一部の構成が前述した第
一実施形態のものと異なる。その他の構成要素については前述した第一実施形態のものと
同じであるので、ここではそれら構成要素についての説明は省略する。
　なお、前述した第一実施形態と同一の部材には同一の符号を付している。
【００７８】
　本実施形態では、回収ホットガスライン６６の分離回収側端部には、第一回収管６２内
へ連通される開口部７２が形成されている。そして、分離回収タンク６１の外周下部には
、電気ヒータ（加熱手段）７１が設けられている。
【００７９】
　以上説明した本実施形態にかかる空気調和システム１の洗浄作業について図８を参照し
て説明する。
　ここでは、室外機３と室内機５とを更新し、液管７と、ガス管９とはそのまま既設のも
のを流用する場合について説明する。そして、旧空気調和システムでは、冷媒としてＲ２
２（以下、旧冷媒という。）と、冷凍機油として鉱油（以下、旧冷凍機油という。）とを
使用しており、新空気調和システムでは、冷媒としてＲ４１０Ａ（以下新冷媒という。）
と、冷凍機油エステル油（以下、新冷凍機油という。）とを使用するものである。
　旧冷凍機油は、新冷媒に対して相溶性が少ないものである。
【００８０】
　洗浄作業の前作業については、前記第一実施形態と同じなので、説明の重複を避けるた
め省略する。
　洗浄作業に入る場合、室外ガス管遮断弁３９を閉じ、第一室外分岐遮断弁４３、第二室
外分岐遮断弁４７、第一回収遮断弁６３、第二回収遮断弁６５およびホットガス遮断弁６
７を開放する。
　これにより、ガス管９から室外ガス管２９、第一室外機分岐管４１、第一回収管６２、
分離回収タンク６１、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５および室外ガス管２９を経
由して四方弁１５へ流れる流路が形成される。
【００８１】
　この状態で、洗浄運転を開始（Ｓ１０）する。
　まず、冷媒加熱弁３４を適当量開放する（Ｓ１１）。
　これにより、室外機側ホットガスライン３３と回収ホットガスライン６６とが連通し、
圧縮機１１からのホットガスが第一回収管６２に供給される。
　この状態で、冷房運転を実施して、洗浄工程（Ｓ１２）を開始する。
　冷房運転を行うと、圧縮機１１で高温高圧にされた新冷媒が、四方弁１５から室外熱交
換器１７に流入し凝縮液化され、レシーバタンク１９を経由して液管７に供給される。こ
の液化された新冷媒により液管７内の旧冷凍機油等の汚濁物（コンタミ）は運ばれる。
　次いで、液化された新冷媒は、室内機５に流入し、膨張弁５１で減圧されガス化される
。このガス化された新冷媒は、減圧に伴い体積が膨張する。このため、ガス化され堆積が
膨張した新冷媒は流量および流速が増加して室内熱交換器５３に流入し、さらにガス管９
に流入する。このガス化された新冷媒により液管７内のコンタミとともに室内熱交換器５
３およびガス管９内のコンタミは押し流されて運ばれる。
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　このガス管９内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外ガス管２９、第一室外
機分岐管４１および第一回収管６２を通って分離回収タンク６１の側面上部に流入する。
このとき、回収ホットガスライン６６からホットガスが第一回収管６２に供給されている
ので、高温であるホットガスの熱量により、混合物に含まれる液化された新冷媒はほとん
ど気化される。
　この状態で、第一回収管６２から分離回収タンク６１の広い空間に流入すると、新冷媒
とコンタミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、気体成分より重いコンタミは下方に
落下して分離回収タンク６１の下部に貯留される。そして、ガス化された軽量の新冷媒は
、上昇して、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５および室外ガス管２９を通って圧縮
機１１へ還流される。
　これを予め定めた所定時間繰り返すことで洗浄工程が終了する（Ｓ１２）。
【００８２】
　このように、室外機に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるので
、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし、
洗浄コストを低減できる。
　また、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ連通される開口部
が形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
【００８３】
　洗浄工程が終了すると、電気ヒータ７１を投入し、冷房運転を継続する（Ｓ１３）。
　このようにすると、電気ヒータ７１により分離回収タンク６１に貯留されたコンタミが
加熱される。コンタミが加熱されると、条件によって第一分岐ライン中を運ばれる新冷媒
に含まれる液化された新冷媒の量が、ホットガスが供給する顕熱量以上であり、気化しき
れない液化された新冷媒が分離回収タンク６１に溜まった場合でも、電気ヒータ７１で加
熱して気化させ回収することができる。気化した新冷媒は、上昇して分離回収タンク６１
の頂部から第二回収管６４を通って室外機３側に回収される。
　気化終了は、規定時間を定めておき、それを経過することで終了と判断する（Ｓ１４）
。
【００８４】
　次に、分離回収ユニット６に残存している気化された冷媒を室外機３へポンプダウン（
回収）する（Ｓ１５）。
　すなわち、冷媒加熱弁３４および各膨張弁５１を閉じる。
　この状態で冷房運転をすると、膨張弁５１で循環回路が閉塞されているため、膨張弁５
１から分離回収ユニット６を経由して圧縮機１１に至る冷媒回路にある新冷媒を、圧縮機
１１から室外熱交換器１７、レシーバタンク１９を経由して膨張弁５１に至る高圧冷媒回
路側に回収することができる。
【００８５】
　ポンプダウンは低圧圧力が十分に低下した場合に終了と判断する（Ｓ１６）。
　なお、ポンプダウン開始時には、膨張弁５１から分離回収ユニット６を経由して圧縮機
１１に至る低圧側冷媒回路内の冷媒は気化したガスの状態で存在することから、低圧冷媒
回路内の冷媒量が推定でき、この容積を回収するためのポンプダウン運転時間を算出し、
この算出された時間が経過したことで終了の判断を行うこともできる。
　このように、分離回収ユニット６に残る新冷媒を回収するので、分離回収ユニット６を
外しても、新冷媒が損なわれることはない。このため、空気調和システム１の運転に必要
な新冷媒が不足することを防止できる。
【００８６】
　このポンプダウンが終了すると、洗浄運転は終了となる（Ｓ１７）。
　洗浄作業が終了すると、第一室外分岐遮断弁４３、第二室外分岐遮断弁４７、第一回収
遮断弁６３、第二回収遮断弁６５、およびホットガス遮断弁６７を閉じて、分離回収ユニ
ット６を室外機３から取り外す。
　このように、分離回収ユニット６は、室外機３から独立して設けられているので、室外
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機３内部の構造を簡素化できる。さらに、分離回収ユニット６は、洗浄作業終了後室外機
３から取り外して、別の空気調和システム１の洗浄作業に再活用できるので、システムと
して安価にできる。
【００８７】
　以下、本実施形態の作用・効果について説明する。
　例えば、室外機３および室内機５を更新して新冷媒に変更する際に、既設の液管７やガ
ス管９等に残る旧冷凍機油等の汚濁物（コンタミ）を除去する作業が必要になる。本実施
形態によれば、旧冷媒を回収した状態で、新冷媒を充填した室外機３を交換設置する。そ
して、分離回収ユニット６を装着してガス管９、室外ガス管２９、第一室外機分岐管４１
、第一回収管６２、分離回収タンク、第二回収管６４、第二室外機分岐管４５、室外ガス
管２９および四方弁１５を連続的に接続する。さらに、冷媒加熱弁３４を開放して、圧縮
機１１のホットガスを第一回収管６２に供給する。
　この状態で、冷房運転を行うと、圧縮機１１で高温高圧にされた新冷媒が、四方弁１５
から室外熱交換器１７に流入し凝縮液化され、液管７に供給される。この液化された新冷
媒により液管７内のコンタミは運ばれる。次いで、液化された新冷媒は、室内機５に流入
し、各膨張弁５１で減圧されガス化される。ガス化された新冷媒は、流量および流速が増
加して室内熱交換器５３に流入し、さらにガス管９に流入する。このガス化された新冷媒
により液管７内のコンタミとともに室内熱交換器５３およびガス管９内のコンタミは押し
流されて運ばれる。このガス管９内を運ばれる新冷媒とコンタミとの混合物は、室外ガス
管２９、第一室外機分岐管４１および第一回収管６２を通って分離回収タンク６１内に流
入する。
　この状態で、回収ホットガスライン６６から第一回収管６２に高温のホットガスが供給
されているので、新冷媒とコンタミの混合物に含まれる液化された新冷媒は気化されて分
離回収タンク６１に送られる。
　このように、第一回収管６２から分離回収タンク６１の広い空間に流入すると、新冷媒
とコンタミとの混合物の流速が急激に遅くなるので、重いコンタミは下方に落下して新冷
媒と分離されることになる。分離された新冷媒は、第二回収管６４、第二室外機分岐管４
５および室外ガス管２９を通って圧縮機１１へ還流される。これを繰り返すことで洗浄が
行われる。
【００８８】
　このように、室外機３に封入された新冷媒を活用して、再利用部分の洗浄が行われるの
で、従来の洗浄機で洗浄液を循環させて洗浄するものに比べて、洗浄時間を短縮できるし
、洗浄コストを低減できる。
　また、新冷媒をコンタミ等から分離するのに、ホットガスラインで供給される圧縮機１
１から吐出された高温高圧のホットガスも活用する。すなわち、コンタミに含まれる液状
の新冷媒はこのホットガスの熱量によって確実に気化され回収される。このため、洗浄後
室外機３に不足する新冷媒を補充する必要がなくなるので、コストを安くでき、作業時間
を短縮できる。
　また、ホットガスが分離回収ユニット６に供給されているので、この熱量により圧縮機
に戻る新冷媒の温度が高くなる。このため、圧縮機から吐出される新冷媒の温度が高くな
り、室内熱交換器を流れる新冷媒の温度を高め得るので、例えば冬季の洗浄作業の場合に
、供給するホットガスの量を調整することにより、室内熱交換器５３が凍結しない温度範
囲に調整して洗浄作業が実施できる。
【００８９】
　さらに、室外機３と液管７およびガス管９との連通を切断しても、室外機側ホットガス
ライン３３、回収ホットガスライン６６、第二回収管６４および第二室外機分岐管４５を
利用して、冷凍サイクルが構成できるので、洗浄作業に入る前にこの短縮された冷凍サイ
クルで所定時間運転する。このようにすると、新冷媒に新冷凍機油が溜り込んでいる新品
の圧縮機１１の運転初期に、新冷凍機油が多く含有された新冷媒が吐出されるが、この状
態の新冷媒が液管７側へ供給されないので、新冷凍機油が分離回収タンク６１に大量に回
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収されてしまうことを防止できる。
　また、分離回収ユニット６は、室外機３から独立して設けられているので、室外機３内
部の構造を簡素化できる。
　さらに、分離回収ユニット６は、洗浄作業終了後室外機３から取り外して、別の空気調
和システム１の洗浄作業に再活用できるので、システムとして安価にできる。
【００９０】
　このように、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ連通される
開口部が形成されているので、ホットガスは第一分岐ライン中を運ばれているコンタミを
含む新冷媒に供給され、新冷媒中の液化された新冷媒を気化させて分離回収タンクに供給
する。分離回収タンクに供給される新冷媒は、ほとんど気化されているので、分離回収タ
ンクにて確実に分離され回収される。
　また、ホットガスラインの分離回収側端部には、第一分岐ライン内へ連通される開口部
が形成されるだけなので、構造が簡単で安価に製造できる。
【００９１】
　なお、本実施形態では、回収ホットガスライン６６の分離回収側端部は、第二回収管６
２に連通される開口部７２を形成しているが、本発明はこれに限定されるものではない。
図９に示すように、第一回収管６２との間に熱交換部７３を形成した後、第二回収管６４
に連通されるように構成してもよい。
　このようにすると、熱交換部７３にて回収ホットガスライン６６中を通るホットガスの
熱量が第一回収管６２中を通るコンタミを含む新冷媒に供給され、新冷媒中の液化された
新冷媒を気化させて分離回収タンク６１に供給することができる。分離回収タンク６１に
供給される新冷媒は、ほとんど気化されることになるので、新冷媒が分離回収タンク６１
にて確実に分離され回収される。
　また、回収ホットガスライン６６の下流側端部は、第二回収管６４に接続されているの
で、ホットガスは分離回収タンク６１に流入しない。したがって、ホットガスに含まれる
新冷凍機油が分離回収タンク６１で分離回収されることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】本発明の第一実施形態にかかる空気調和システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第一実施形態の分離回収ユニットを示す断面図である。
【図３】本発明の第一実施形態の洗浄方法のフロー図である。
【図４】本発明の分離回収ユニットの別の実施形態を示す断面図である。
【図５】本発明の分離回収ユニットの別の実施形態を示す部分断面図である。
【図６】本発明の分離回収ユニットの別の実施形態を示す部分断面図である。
【図７】本発明の第二実施形態の分離回収ユニットを示す断面図である。
【図８】本発明の第一実施形態の洗浄方法のフロー図である。
【図９】本発明の分離回収ユニットの別の実施形態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００９３】
１ 空気調和システム
３ 室外機
５ 室内機
６ 分離回収ユニット
７ 液管
９ ガス管
１１ 圧縮機
１５ 四方弁
１７ 室外熱交換器
２９ 室外ガス管
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３３ 室外機側ホットガスライン
４１ 第一室外機分岐管
４５ 第二室外機分岐管
５１ 膨張弁
５３ 室内熱交換器
６１ 分離回収タンク
６２ 第一回収管
６４ 第二回収管
６６ 回収ホットガスライン
６８ 熱交換部
６９ 開口部
７１ 電気ヒータ
７２ 開口部
７３ 熱交換部
Ａ 第一分岐点
Ｂ 第二分岐点
 

【図１】 【図２】
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